
 

 

 

 

 

 

 

「たゆまざる 歩みおそろし かたつむり」 

校長 濱辺 清  

 

 「たゆまざる 歩みおそろし かたつむり」 

この句は、長崎平和公園内にある平和祈念像を制作した北村
きたむら

西望
せいぼう

氏が詠んでます。「たゆまざる」とは，「気

のゆるむことがない・油断することがない」という意味です。北村氏は、平和祈念像の彫刻を制作中、足元にいた

一匹のカタツムリを見つけます。翌朝、再び彫刻を始めようとすると、そのカタツムリは、約 10ｍ先の像の頂点に

登っていました。このカタツムリに感動した北村氏は、「一歩一歩の歩みは遅くても、時間をかければ偉業を成し

遂げることができる」ということに気づかされ、座右の銘としました。北村氏は、102 歳で亡くなるまで、生涯現役

とたゆまぬ努力を貫き通しました。 

これからの学校生活の中で、上手くいかないことや不安に感じることがあると思います。しかし、北村氏の句か

ら考えると、一歩ずつ前に進んでいくことが重要であることが分かります。たとえ失敗したとしても、いくらでもやり

直すことができるのが学校生活です。昨日の自分より今日の自分、今日の自分より明日の自分、と何か一つでも

日々の学習や生活の中で挑戦し、成長させていくことがとても大切です。 

また、八王子南特別支援学校も、昨年度より今年度と一歩ずつ「たゆむことなく」、地域に根ざし、地域に愛さ

れる学校となるよう日々成長してまいりたいと思います。保護者の皆様におかれましても、引き続き、御理解、御協

力の程お願いいたします。 
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夏を迎えるにあたり、高等部では標準服の衣替えを行う季節となります。 

本校は、５月末までは夏服・冬服併用期間とし、６月より夏服登校（衣替え）の完全実施となります。 

下記の服装規定に基づいて着こなすよう、御家庭での御協力をお願いいたします。 

夏服期間（併用期間を含む）ではネクタイを義務付けません。ただし、ワイシャツ／ブラウスの第２

ボタンから下はきちんと留めるようにします。 

夏服登校開始（衣替え）について〈服装規定〉 

 夏  服  期  間 冬  服  期  間 

必   

ず

着

用 

す

る 

・ワイシャツ（白）／ブラウス（白）※ 

※ワイシャツ／ブラウスの着用が難しい生徒は、 

ポロシャツ（白）を着用しても構いません。 

・ズボン／スカート 

・靴下（黒、紺、白） 

・運動靴、革靴 

※実習等、進路に関する取組の際は必ず着用します。

通学時は着用しなくても構いません。 

・ブレザー 

・ネクタイ 

・ワイシャツ（白）／ブラウス（白）※ 

※ワイシャツ／ブラウスの着用が難しい生徒は、 

ポロシャツ（白）を着用しても構いません。 

・ズボン／スカート 

・靴下（黒、紺、白）  

・運動靴、革靴 

着

用

可

能 

・ニットベスト（白を基本とし、黒・紺等の無地 

またはワンポイント） 

・その他は要相談 

・コート（華美でないもの。登下校時のみ） 

・マフラー（華美でないもの。登下校時のみ） 

・セーター、カーディガン、ベスト 

（黒・紺・白等の無地またはワンポイントのもの） 

※基本的にはブレザーを着用します。ただし、天候や 

気温、体調に応じて、ブレザーを脱ぐなど衣服の調節 

をすることはできます。 

 

 

 

本校では朝の会や帰りの会等を通して、挨拶や身だしなみについて確認しています。挨拶に関しては、

相手の目の方を見て、意識を向けて行うように指導しています。広い視野をもって行動するためには、

自分の思いだけで動くのではなく、今、自分は何をすべきかを止まって考えることが大切です。また、

状況や場面に適したものを判断して身だしなみを整えていくことも大切です。卒業後を見据えて、日頃

から挨拶や身だしなみへの意識を高めていけるよう、御家庭でも考える機会を作っていただくようお願

いいたします。 

本校の夏服登校（衣替え）について 

挨拶・身だしなみについて 


